
連
鎖
状
球
菌
生
・
煮
雨
免
疫
一
冗
（
抗
原
）
ノ
生
物
事
的
差
別
ノ
研
究

第
一
報
、
抗
連
鎖
状
球
菌
増
容
素
ノ
兎
疫
的
産
生
ニ
際
、
ン
テ
ノ

「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
現
象

。。『
巴
E
O『
g
E
O
L
N
g
Uの
re昌
弘
A
W

冨

Zω
伸
一

4

・Z
E

－
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r。
rre回

L
S
 

ou 

－
冨
宮
丘
一
回
目
山
山
口
同
冨
唱
。
缶
問
。
『

zra豊
富
山
山

d

『。

Z
E
Z

－o『＠田両目。回
P
E
E
r－
唱
。
『
ω
一回国

N
可

r己
ぽ
『

OErwp

問。
~ 。
r. ~ －－－，圃，．
。宮L
Fヨ金
”哩－N 。4
= e co Cle. 出
§:" 5 
ー医 師，

予
三
巴
円
・
暗
・
同
H
U
P
M内
h
p
・

〔

K
F
Z田

ι＠
B

Hhs
r。g
F
。ュ
z
E
ι
2
R
P
2・口一ニコ＝・尚
・
ロロ
2
0
2一
忌
品
”
と
一
回
目
グ
穴
1
2
F
（】V
『
。
円
。
円
・
】
戸
時
O

ユwm
F
4
M
W
））

円
内
容
妙
録
〕
連
鎖
状
球
菌
三
日
間
術
萄
糖
及
ピ
「
グ
リ
セ
リ
ン
」
加
肉
汁
培
養
ヨ
リ
菌

慢
ヲ
遠
心
掛
偲
過
シ
テ
除
去
シ
、
生
総
液
（
N
－

F
）
ヲ
得
。
此
ノ
一
部
ヲ
沸
総
シ
ツ
、
ア
ル

重
湯
川
、
中
－
一
テ
二
十
分
間
加
熱
シ
、
事
筑
穂
波
（
F
－

K
二
O
分
）
ヲ
得
M

他
方
連
鎖
状
球
菌

惚
ノ
食
略
水
浮
瀞
液
ヲ
六

O
度
三
十
分
間
／
加
熱
－
一
テ
殺
前
シ
、
「
ワ
ク
チ
ン
ヲ
作
リ
9

H
（
了

O
泥
中
ノ
含
商
法
約
0
・0
0
四
ニ
粍
）
。

億
重
一
九
O
O乃
至
二
三

O
O玄
／
健
康
家
兎
ヲ
一
群
こ
頭
宛
ヨ
リ
成
ル
九
鮮
品
分
チ

第
一
群
－
一
ハ

N
9
F
一・

O
路
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
一
・

O
施
、
第
ニ
群
－
一
ハ

F
－

K
ニ
O
分

7

0
鈍
加
「
ワ
ク
チ

y
・」一

7
0路
、
第
三
群
＝
ハ
培
養
基
タ
リ
シ
肉
汁
一
・

O
銘
加
「
P
ク
チ

ン
」
了

O
甥
ヲ
一
回
限
リ
耳
静
脈
内
ユ
法
射
ス
。
注
射
前
及
ピ
注
射
後
、
一
時
間
目
、
二

時
間
目
、
問
時
間
目
、
八
時
間
目
及
ピ
十
二
時
間
自
ノ
六
回
＝
互
P
採
血
シ
、
血
液
単
位

第
五
血
管

F『

原

著...... 

日

高

京
都
帝
園
大
曲
学
問
同
圃
宇
都
外
科
墜
研
究
室
（
烏
湖
町
教
授
指
導
〉

大
串
院
畢
生

i=r 

!Pl 

忠

男

融
商
事
士

日

容
積
内
白
血
球
線
数
ヲ
計
算
シ
、
且
ツ
塗
抹
標
本
ヲ
製
見
。
叉
注
射
前
一
同
及
ピ
注
射
後

五
日
目
、
十
日
目
、
十
五
日
目
、
二
十
日
目
、
二
十
五
日
目
及
ピ
三
十
日
目
／
六
回
－
二
旦

リ
健
重
ノ
測
定
ト
試
験
的
探
血
ト
ヲ
行
ヒ
、

穂
波
連
鎖
状
球
世
間
液
－
『
艶
ス
ル
靖
容
反
感
／

程
度
ヲ
逗
及
セ
リ
。

山
岡
ホ
第
四
群
ヨ
リ
第
六
群
迄
ノ
動
物
＝

ρ

、
「
ワ

F
チ
ン
」
一
・

O
犯
ト
混
和
ス
ベ
キ
爾

総
液
及
ビ
肉
汁
ノ
量
ヲ
一
・
五
銘
＝
増
加
シ
テ
同
様
＝
注
射
シ
・
第
七
群
ヨ
リ
第
九
群
迄
／

動
物
＝
ハ
夏
三
増
加
シ
テ
「
ワ
ク
チ
ン
」
一
・

O
路
加
雨
柑
剛
被
及
ピ
肉
汁
各
ニ
・
O
粍
ヲ
注
射

U
V

テ
以
テ
前
同
様
ノ
賓
験
ヲ
繰
P
返
セ
リ
。
賓
験
／
結
果
ハ
何
レ
ノ
場
合

ニ
於
テ
モ
除
外

例
ナ
シ
－
ア
煮
総
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
動
物
／
血
清
ρ

、
生
滅
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
詮
射
動

物
／
血
清
ヨ
リ
モ
非
常
＝
大
ナ
ル
暗
唱
容
反
感
ヲ
示
シ
ダ
リ
。
創
チ
生
抗
原
ヨ
P
モ
煮
抗
原

一一

O
五

（
第
五
銭

一O
九）



第
五
答

「『
原

著
、~

日

高

一一
O
六

（第
五
続

一一
O
）

／
ガ
ガ
強
大
ナ
ル
免
疫
元
性
能
働
力
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
タ
ル
事
ガ
連
鎖
紋
球
商
一
一
就
キ
テ
、

一

靖
容
反
際
ヲ
指
標
ト
ス
ル
事
ユ
ヨ
リ
テ
モ
亦
頗
ル
明
白
ユ
立
殺
セ

ラ
レ
タ
リ
。
而
シ
テ
周

一

量

7
7
0泥
ヨ
リ
了
五
均
一
二
増
加
セ
ル
場
合
一
一
ハ
、
生
煮
雨
鴻
液
北
ハ
－
一
柑
連
行
シ
テ
高
一

度
ノ
増
容
反
感
7
曇
シ
タ
レ
ド
モ
、
ニ
・

O
姥
ユ
増
加
シ
タ
ル
時
ハ
、
一
・
五
銘
ノ
場
合
＝

一

等
シ

キ
カ
或
ハ

却
ツ
テ
劣
リ
9
リ
。
固定
レ
一
二
－
リ
テ
抗
原
最
ノ
増
加
ト
血
清
率
的
反
感
ノ

一
上
昇
ト
ハ
何
庭
7

デ
モ
相
運
行
ス
ル
モ
ノ
＝
非
ザ
ル
コ
ト
ヲ
知
レ

p
。

卸
チ
抗
原
能
働
力

ヲ
比
較
ス
ル

＝
ハ
其
ノ
使
用
量
ヲ
顧
慮
シ
胤
諸
問
商
学
的
反
際
ノ
上
向
位
相
ユ
於
テ
セ
ザ
ル

可

カ
ラ
ザ
ル
ヲ
認
識
セ

p
。
本
研
究
＝
於
テ
ハ
英
ノ
上
行
位
相
及
ピ
下
行
位
相
換
言
ス
レ
パ

反
感
ノ
全
経
過
＝

E
P
テ
煮
源
液
／
抗
原
性
能
働
力
ρ

生
鴻
液
ノ
ソ
レ

ヨ
リ
モ
絡
封
品
大

ナ
ル
コ
ト
7
4
u一
括
肌
セ
り
。

一
、
緒

言

一
九
一
七
年
烏
潟
教
授
A

自
家
考
案
ノ
沈
澱
計
ヲ
用
ヒ
ア
沈
澱
反
感
－
一
開
ス

Y
贋
汎
ナ
w
y

研
究
ヲ
行
A

レ
シ
際
ニ
偶
々
菌
液
ト
同
名
ノ
抗

血
清
ト
ヲ
混
和
ス

Y
時
A

、
血
清
曲
学
的
ノ

一
新
反
臆
ト
ジ
ア
菌
澄
容
積
ガ
特
殊
性
－
一
増
大
ス
Y

コ
ト
ヲ
確
認
シ
、
増
容
反
膳
ト
命
名
セ
ラ
レ
タ

リ

而
シ
ア
此
ノ
反
感
A

沈
澱
反
臆
説
ピ
ニ
凝
集
反
感
ト
ハ
全
ク
無
関
係
－
一
接
現
ス
グ
’
モ
ノ

ニ
ジ

ア
、
細
菌
性
有
形
性
抗
龍
一
克
（
商
鰐）
ト
抗
韓
関

ノ
結
合
ヲ
標
識
ス

Y

一
新
血
清
準
的
反
感
一
一
ジ
ア
且
ッ
巌
正
ナ
Y
種
麗
固
有
性
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y
事
A

鳥
潟
敬
授
（
窒
扶
斯
菌
、
大
腸
菌
）
、

野
抗
氏
（
大
腸
菌
、
結
綾
菌
、

牌
脱
痘
菌
）
、
松
倉
氏
（
醸
膿
葡
萄
朕
球
菌
）
、
中
野
氏
（
淋
菌
）
、
上
田
氏
（
虎
列
刺
菌
）
及
ピ
藤
本
氏
（
志
賀
赤
痢

菌
）
等
ノ
研
究
結
果
一
一
ヨ
リ
ア
明
ア
カ
ナ

p
。

其
後
山
本
氏
A

肺
炎
隻
球
菌
肉
汁
培
養
ノ
生
・
煮
南
櫨
液
ガ
家
兎
エ

ア
兎
疫
準
的
F

一一帯
容
素
ヲ
産
生
ス
グ
’上
ニ
於
ア
如
何
ナ
wy

影
響
7
・来ス

カ
ヲ
検
シ
以
ア
後
天
性
兎
疫
獲
得
一
一
際
ジ
ア
モ
亦
増
容
反
鷹
ヲ
指
標
ト
ジ
ア
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
ヲ
立
読
シ
得
タ

y
。
何
－
プ
余
等
モ
亦
此
ノ

目
的
ノ
鴻
－
一
連
鎖
吠
球
菌
ヲ
以
ア
衣
／
如
キ
質
験
ヲ
行
ヒ
タ

9
0

(A）二一

生免責
漉疫験
液元動
物

二

、

賓

験

材

健
重
一
九

O
O乃
至
二
三

C
C一丸
ノ
推
家
兎
ヲ
使
用
セ

y
。

料

蓮
鎖
肢
球
菌
七
十
二
時
間
葡
萄
糖
へ
一
%
）
及
ピ
「
グ

y
セ
p
ン」（

0
・五
%）
加
肉
汁
培
養
液
ヲ
遠
心
器
－
一
装
ヒ
遠
心
シ
ア
上



澄
液
ヲ
取

y
、
生
態
ノ
偉
無
菌
的
－
二
y
u
F

ペ
Y

シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
陶
土
滅
過
器
ヲ
通
過
セ
ジ
メ
生
鴻
液
（
N
－
ur
）苛／得。

川
山
煮
溺
漏
液
小
門
－
一
於
ヶ
Y
生
滅
液
ノ
一
部
ヲ
取
η
ノ
輔
氏
百
度
－
一
沸
騰
シ
ッ
、
ア
M
Y

重
湯
煎
中
一
一

47
二
十
分
間
加
熱
シ
煮
沸
鴻
液
（
F
－

K
二
十
分
）
ヲ
得
。

仰
向
汁
前
記
培
養
基
タ
P
U
J
肉
汁
ノ
一
部
ヲ
保
存
ジ
タ
w
y

毛
ノ
ナ

y
。

mw
「
ワ
ク
チ
ン
」
前
記
州
ニ
於
ケ
Y
培
養
ヨ
リ
菌
鰹
ノ
ミ
ヲ
遠
心
沈
澱
シ
ア
取
リ
之
ヲ
食
購
水
ニ
ア
二
回
洗
糠
シ
、

0
・
八
五
%
食
瞳
水

浮
瀞
液
ヲ
作

y
輝
氏
六
O
度
－
一
ア
三
十
分
間
加
熱
殺
菌
ジ
、

0
・
五
%
ノ
割
合
－
一
石
茨
酸
ヲ
加
ヘ
タ
リ
。
此
ノ
菌
液
ヲ
一
分
間
三
千
回
韓
ノ
遠

心
器
ュ
ア
三
十
分
間
遠
心
セ
ル
ニ
沈
澱
計
（
烏
潟
致
授
）
ニ
ア
一
括
中
ノ
蘭
量
二
ハ
度
目
（
約

0
・
0
0四
二
耗
）
ヲ
得
タ
9
。

三
、
抗
櫨
（
抗
血
清
）
健
常
家
兎
ヲ
一
群
二
頭
宛
ヨ

y
成
Y
九
群
－
一
分
チ
、
抗
血
清
ア
得
Y

－
二
第
一
群
－
二
生
滅
液

7
0
路
加
「
ヲ
ク

チ
ン
」

7
0括
、
第
二
群
ニ
A

煮
穂
波

7
0
耗
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
了

O
耗
、
第
三
群
－
二
封
照
タ
Y
肉
汁

7
0
詑
加
「
ワ
ク
チ
ン
L

了

O
託

ヲ
、
第
四
群
ヨ

y
第
六
群
迄
ノ
モ
ノ
ニ
A

前
記
三
液
各
一
・
五
耗
加
「
ヲ
ク
チ
シ
L

一・

O
蛇
宛
ヲ
順
衣
ニ
、
夏
－
一
第
七
群
ヨ
リ
第
九
群
迄
ノ
モ
ノ

ニ
モ
同
様
三
液
各
二
・

O
耗
加
「
ワ
ク
チ
ン
」

7
0耗
宛
ヲ
何
レ
モ
一
回
ノ
ミ
耳
静
脈
内

ニ
注
射
シ
、
注
射
前

一
回
、
注
射
後
五
日
目
毎
－
二
間

三
十
日
目
迄
－
一
合
計
六
回
耳
静
脈
ヨ
リ
y

採
血
シ
抗
胤
清
ヲ
得
タ
リ
。

回
、
健
常
家
鬼
血
清
封
照
ニ
使
用
ス

Y

モ
ノ
ユ
ジ
ア
健
康
家
兎
ノ
耳
静
脈
ヨ
リ
採
血
シ
得
タ
Y
血
清
ナ
リ
ノ
。

五
、
増
容
度
腰
検
査
問
菌
液
増
容
反
感
－
－
A

生
菌
浮
瀞
液
ヨ
η
ノ
モ
加
熱
菌
液
ヲ
以
－
プ
行
フ
方
合
理
的
ナ

y
ト
（
藤
本
氏
赤
痢
菌
ノ
増
容
反

感
報
告
牽
照
）
。
故
ュ
前
記
肉
汁
培
養
液
ヨ

p
菌
鰹
ノ
ミ
ア
遠
心
沈
澱
シ
ア
取
リ
ノ
、
食
関
水
－
一
ア
二
回
洗
際
uv
、
0
・
八
五
M
Y
食
臨
水
菌
浮
瀞
波

ヲ
作
9
誠
氏
六
O
度
－
一
ア
三
十
分
間
加
熱
殺
菌
シ
、
股
脂
綿
ノ
薄
居
ア
二
回
透
過
シ
卒
等
－
一

一咽
濁
セ
M
Y

液
ヲ
得
タ
η
ノ
。
長
期
保
存
ノ
鴻
メ

0
・

五
%
ノ
割
合
－
一
石
山
灰
酸
ヲ
加
へ
氷
室
－
一
一
静
置
セ

9
0
金
賞
駿
ヲ
遁
グ
ア
同
一
材
料
ヲ
以
ア
検
査
ス

Y

コ
ト
ヲ
必
要
ト
ナ
ス
ガ
故
－
一
前
以
ア
一

時
ニ
多
量
ア
製
ジ
置
キ
、
中
、
途
菌
液
ノ
快
乏
ス
M
Y

ガ
知
キ
事
無
カ
ラ
ジ
メ
タ
リ
ノ
。
（
荷
量
一
耗
中
約

0
・
0
0四
二
詑）

三
、
賓

験

方

法

第
五
巻

F「

原

善、..... 

日

品

一一
O
七

（
第
五
競

一一

一
）



第
五
巻

F『

原

善、d

日

高

一一

O
八

（
第
五時蜘

－
一
二
〉

韓
重
一
九
O
O乃
至
二
三

O
O瓦
ノ
健
常
雄
家
兎
ヲ
一
群
二
頭
宛
ヨ
リ
成
Y
九
群
－
一
分
チ
、
各
試
験
共
鰻
重
ヲ
測
定
ジ
、
衣
デ
耳
静
脈
ヨ

p

採
血
ジ
ア
血
液
車
位
容
積
内
白
血
球
総
数
ヲ
計
算
U
J

、
岡
崎
－
一
塗
抹
標
本
ヲ
製
シ
、
街
ホ
同
耳
静
脈
ヨ
リ
試
験
的
採
血
（
約
四
・

O
括）

ヲ
ナ

ス
。
夫
レ
ヨ

y
第
一
群
－
一
A

生
鴻
液

7
0
括
加
「
ヲ
ク
チ

ン
」
了
。
托
、
第
二
群
－
二
煮
滅
液
一
・

O
詫
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
了

O
路
、
第
三
群

ニ
A

封
照
ト
ジ
ア
肉
汁
一
・

O
路
加
寸
ワ
ク
チ
ン
」

7
0
蛇
ヲ
、
究
ニ

第
四
群
－
二
生
漉
液
了
五
路
加
「
ワ

ク
チ
ン
L

一・

O
括
、

第
五
群

－二

煮
櫨
液
了
五
託
加
「
ワ
ク
チ

ン
」
一
・

O
施
、
第
六
群
－
一
A

肉
汁
一
・
五
耗
加
「
ワ
ク
チ

ン
」

7
0
括
ヲ
、
叉
第
七
群

－
二
生
鴻
液
二
・
O
括
加

「
ワ
ク
チ
ン
」
了
。
路
、
第
八
群
－
二
煮
縮
液
二
・

0
托
加
「
ワ
ク
チ
ン
」

一
・
O
括
、
第
九
群
－
二
肉
汁
二
・

O
耗
加
「
ワ
ク
チ
ン
」

7
0
蛇
ヲ
耳

静
脈
内
ι

一
回
限
リ
注
射
ス
。
注
射
材
料
A

ス
ペ
ア
同
一
容
器
ヨ

y
同

一
注
射
器
ヲ
以
ア
正
確

－一取

y
且
ッ
正
確
－
一
注
射
ス

。向
ホ
注
射
後
一
一

A

一
時
間
．
二
時
間
、
四
時
間
、
八
時
間
及
ピ
十
二
時
間
目
ノ
五
回
三
日
一9
耳
静
脈
ヨ

p
採
血
シ
テ
血
液
草
位
容
積
内
白
胤
球
総
数
ヲ
計
算

シ
、
叉
塗
抹
標
本
ヲ
製
シ
ア
白
血
球
種
類
（
中
性
多
型
肢
細
胞
ト
淋
巴
球
ノ
二
樟
）
ノ
百
分
率
ヲ
計
算
記
上
ス
。

且
ツ
叉
試
獣
ヨ
η
ノ
注
射
前
一
回
、
注
射
後
五
日
目
、
十
日
目
、
十
五
日
目
、
二
十
日
目
、
二
十
五
日
目
及
ピ
三
十
日
目
ノ
六
回
－
一
一日
一リ
慎
重

ヲ
測
定
シ
、
叉
試
験
的
採
血
ヲ
潟
ジ
、
増
谷
反
膝
ヲ
検
ジ
、
生
・
煮
南
鴻
液
ノ
増
容
素
産
生
－
一
及
ポ
ス
影
響
タ
比
較
考
査
ス

。

回
、
増
容
皮
腰
検
査
方
法

各
家
兎
血
清
ノ

0
・
三
艶
宛
ヲ
夫
々
沈
澱
計
（
鳥
潟
敬
授
）
ニ
取
リ
ノ
上
記
菌
液
ノ
一
・

O
耗
宛
ヲ
加
へ
内
容
ヲ
良
ク
慌
持
ジ
、
三
十
七
度
ノ
牌
卵

器
内
ユ
二
時
間
置
キ
タ
Y
後
取

p
出
シ
、
再
ピ
内
容
ヲ
ヨ
ク
提
伴
シ
、

一
分
間
一
二
千
回
再
－
一
ア
三
十
分
間
違
心
シ
、
菌
誼
量
／
高
サ
ヲ
「

y
l

ペ
」
ヲ
用
ピ
ヌ
請
ム
υ

比
較
ノ
問
的
－
二
凡
テ
同
一
一
慌
件
ノ
下
－
一
同
時
同
列
－
一
検
査
ヲ
行
へ

9
0
健
常
正
血
清
ニ

ア
モ
亦
増
容
反
膳
ヲ
呈
ス

y

ヲ
以
テ
毎
回
食
晦
水
ト
共
－
一
健
常
正
胤
清
ヲ
劉
照
ニ
検
査
セ
リ
。

五

、

賓

験

結

果

賓
駿
第
一
、
健
常
家
鬼
耳
静
脈
問
自
由
止
す
煮
雨
漏
液
韓
国
国
向
汁
各
一
・
O
耗
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
－
・

O
縄
宛
注
射
ノ
場
合

所
見
A

第
一
表
及
ピ
第
二
表
三
ヂ
ス
ガ
如
ジ
。
而
ジ
ア
各
家
兎
ζ

炉、ヶ
M
F

注
射
前
及
ピ
注
射
後
三
十
日
目
迄
ノ
血
清
ノ
示
シ

タ
M
F

増
容
反



感
ヨ
9
増
容
宰
ヲ
求
メ
其
値
ヲ
闘
示
セ

Y

－
一
第
一

闘
ヲ
得
タ
リ
。

第

一

表

靖

容

反

膝

プ

指

標

ト

包

ル
生
・
煮
雨
免
疫
元
ノ
差
別
（
甲
組
）

生
HH
生
穂
波
吋
・

O
路
加
「
ワ
ク
チ

ン

」

了

。

拝

注

射

家

兎

煮

H
主
権
液

了

O
路
加
「
ワ
ク
チ

ン」

7
0
純
一
注
射
家
兎

十

品
開

H
肉
汁

7
0路
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
了

O
路
注
射
家
兎

~g 五ー且ー・ノ、七ii、九L
’
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均卒

昼
間
耐
叫
間

一川町一
一一
区一一一
J－

7

一一一一一
二川
一一一一7
7

苧

事

十

E
W

害
7
一晶子
一同
一一一一了一
山口
一長

講

明
一一1
E詞
配一一一二日

一山一
一一1
1
4
1
E
1
1
一一一…7
一一

均卒5.75 6.0 6.0 6.1 6.25 

十
日
目

6.0 6.5 6.6 6.75 6.15 

5.75 

「
ワ
タ
チ

ν
」
上
澄
液
一
・

O
ト
正
血
清
0
・
三
ト
ヲ
合
シ
血
混
二
時
間
後
港
心
セ
ル
ユ
沈
澱
子
／
生
成
無
カ
リ
キ

「
ワ
ク
チ
ン
」
上
澄
液
一
・
O
ト
抗
血
清
0
・
三
ト
ヲ
合
シ
血
温
二
問
時
後
遺
心
セ

ル
品
沈
澱
子
ノ
生
成
無
力
？
キ

考

輪
車
荒
巻

F『

原

司降
、．・

日

古・
匝3

一一

O
九

（
第
五
時
蜘

一一一ー一、J

表中＝示？.%ノ、各回／ιワクチン寸加食躍水ノ蘭溢量ヲ基準ト

シテ計算シ、括孤内／増容率ノ、各泣射前ノ：%7基準トシテ計

算セ P。以下第六表迄之＝準ズ

法意



第
五
倉

，...‘ 原

著
~ 

日

古－
I司

靖
容
反
感
ヲ
指
標
ト
セ
ル
生
・
煮
隔
免
疫
元
／
差
別
（
乙
組
〉

煮
H
煮
穂
波
一
・

O
路
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
一
・

O
銘
法
射
家
兎

重量

生
H
生
滅
液

7
0路
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
了
O
路
詮
射
家
兎

内
H
肉
汁
一
・

O
銘
加
で
ワ
ク
チ
ン
」
一
・

O
施
注
射
家
兎

lニムIi＠善
第

四
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手
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Z
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一
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十
日
目

：均千

一
一
一

O

（第
五
務

一
一
四
）

「
ワ
ク
チ
ン
」
上
澄
液
一
・

0
ト
正
血
清
0
・
三
ト
ヲ
合
シ
血
温
二
時
間
後
遺
心
セ

ル
＝
沈
澱
子
ノ
生
成
無
カ
リ
キ

「
ワ
ク
チ
ン
」
上
澄
液
了
O
ト
抗
血
清
0
・
三
ト
ヲ
合
U

血
温
二
時
間
後
遺
心
セ
ル
品
沈
澱
子
／
生
成
無
方

P
キ

考



二
、
煮
鴻
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
動
物
岨
清
ノ
示
セ
u
y

増
容
峯
－A
、
五
日
目
甲
組

一
・
O
九
、
乙
組

一
・
一
七
、
十

五
日
目
甲
乙
共
－
一
最
高
で
ア
甲
A

一
・
一
九
、
乙
組
A

一・

二
一
、
三
十
日
目
ニ
於
ア
モ
猶
ホ
甲
組
A

一・

O
入
、
乙
組

一
ユ
ジ
ア
各
試
験
日
綿
ア
常
ニ
生
漉
液
加
「
ヲ
ク

チ
ン
」
注
射
ノ
場
合
－
一
比
鞍
シ
高
度
ノ
増
容
率
ヲ
示
ジ
タ
ヌ
。

一
二
、
掛
照
タ
Y
肉
汁
加
「
ワ
ク
チ
ン
し
注
射
動
物
血
清
ノ
示
セ
Y
増
容
奉
－
A

、
五
日
目
甲
組
一
・

O
二
、
乙
組

7
0
六
玉
、
十
五
日
目
甲
乙
組

共
－
一
最
高
ニ
シ
ア
甲
組
一
・
一
二
、
乙
組
一
・
一
玉
、
三
十
日
目
－
二

甲
組

一・
O
五
、
乙
組

一
・O
四
ニ
シ
ア
生
漏
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
動

物
血
清
ノ
示
ジ
タ
Y
増
容
率
ト
大
差
ナ
カ
リ
キ
。

飢

v
h
骨
骨
骨
骨
「
仇
ハ
ト
ハ
わ
れ
」
必
妙
動
紗
ハ
’

r骨
一
一
ゆ
ハ
仲
山
ハ
U
h

ハ
m
d
n
p
b骨
骨
一
世
ゆ
か
（
h
I
r
F）
h
h
恥
骨
ハ
争
点
伊
あ
？
？
府
れ
、
t
h
J

b
秘
仏
町
L
W
L
ハ
（
三
ム
ド

h
H
F）
舟
位
ハ
中
仇
v
b
T
h
持
績
セ
ド
（
第
一
固
曲
線

E
盛
照
）
。

増容素ノ産生ヲ指標トセル

生煮雨免疫元／差別

一・一・－ }. N.F ¥ 
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第一周

，，、

－ ． 

λ 2• 

I 15 

所
見
概
括

－
、
生
鴻
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
動
物
血
清
ノ
示
セ
Y

増
容
宰
A

、
五
日
目
甲
組
了

O
九
、
乙
組

7
0六
五
、

十
五
日
目
甲
組
了
一
二
ニ
ア
最
高
、
乙
組
A

二
十
日
目
最

高
ユ
シ
ア

一
・
一
四
、
三
十
日
目
最
低
－
一
ア
甲
乙
共
－
一
一
・

O
一
ナ
リ
y

キ。

責
臨
第
二
、
健
常
家
鬼
ノ
耳
静
脈
内
ユ
生
・
煮
雨
漏
液
鑑
ユ
陶
汗
各
一
・
五
縄
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
一
・

O
縄
宛
注
射
シ
タ
ル
場
合

所
見
A

第
三
表
及
ピ
第
四
表
ユ
示
ス
ガ
如
シ
。
而
シ
ア
各
家
兎
－
一
一
於
ケ
Y
注
射
前
及
ピ
注
射
後
三
十
日
目
迄
ノ
血
清
ノ
示
シ
タ
Y
増
容
反
臆

ヨ

y
増
容
宰
ヲ
求
メ
其
値
胃
ノ
闘
示
セ
Y

ニ
第
二
園
ヲ
得
タ
リ
ノ
。

第
五
容

V「
原

著
』4

日

高

（
第
五
務

一
一
五
〉



第
五
怨

著
』剖

F『
原

日

高

一
一
一一一
（
第
五
競

一
ー
ム，、
、ーノ

第

表

靖
容
反
際
ヲ
指
標
ト
セ
ル
生
・
煮
雨
免
疫
元
ノ
差
別
（
甲
組
）

煮
H
煮
穂
波

7
五
耗
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
一
・

O
施
注
射
家
兎

生

n
生
滅
液
了
五
路
加
．
ワ
ク
チ

y
」
7
0施
法
射
家
兎

肉
H
肉
汁
了
五
路
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
一
・

0
路
注
射
家
一一

書一昨

一誼
出
届
出
一
出
師
時
一

ー一長一一一
E
i－－七一
五

E
士一千二
下一一一三川
一一一一＼
ハロ王
子
士一一
一五六五一止

一一一一

4
7－
吐
い
工
章
一
骨
子
一
件
一
一
副

2
424

一一一
一
一即三
十一日三一兵一一
一三
一九一一一三五
一即日
一

六
o

一2
7
7
tu

射均千

I羽五：~ ，、七j＼、九ー十倫

ヨ＂－

"" 
102.7 

Jミ プミ．． 
Cコ Cコ

Cコ

106.2 

「
ワ
ク
チ
ン
」
上
澄
液
了

O
ト
正
血
清
0
・
三
ト
ヲ
合
シ
血
温
二
時
間
後
遺
心
セ
ル
＝
沈
澱
子
ノ
生
成
無
力
H
キ

「
ワ
ク
チ
ン
L
上
澄
液

7
0
ト
抗
血
清
0
・＝
一ト
ヲ
合
シ
血
混
二
時
間
後
遺
心
セ
ル
孟
沈
澱
子
／
生
成
無
カ

P
キ

考



第

増
容
反
臨
肱
ヲ
指
標
ト
セ
ル
生
・
煮
雨
免
疫
元
／
差
別
（
乙
組
）

四

表

生
H
生
溶
液
一
・
五
銘
加
「
ワ
ク
チ
ン
」

7
0耗
注
射
家
兎

肉
H
L肉
汁
一
・
五
路
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
了

O
施
法
射
家
兎

煮
H
煮
穂
波
了
五
耗
加
「
ワ
ク
チ

ン
」
了

O
路
詮
射
家
兎

！ 六五 I ＿~ ＿三 i 二 二 1 -i~＿暮
I -:- -:-I -:--:-I -:- -:-I -:--:-I （的

清血正 ｜ 清血肉 ｜ 清血煮 ｜ 清血生 ｜ 水盤食 ｜スンゲアレ
'?;:'l'?'?l'?c;:il~ ＇？ l '?'?I C姥〉

子 1 手ウ ｜ ウ雪 I~ ウ l 子く；唾澄劃詮

｜ 手 I 手 ！ ？ ｜ 子 ｜：均苧｜射

一一主一一1＿＿主叩ーI－主一一｜一三：＿＿＿＿＿＿；し二二ーし一」
90.1 I 99・ I !l!U I 112・0 I 100 0 I ~ .J前
I (LO) I (1.0) I (1.0} I ivv.v ｜牽容堵i

1i~1~；~；， I二一｜！？戸Ii~ I b ~ I I - I I 
10とI. t?~l> ！一位ら_I~f1乏し！？竺長谷I_!_
: ~－ I －~ ~ I ! ;;:_ I _z 丈 I ~~－ ｜量制｜同
三 ！ マ ｜ 主 ｜ 乏 ｜均乎｜士
一I而Ji一｜ 1亙o:・o--1 --T~.ff瓦 i 11)（＼凸 ；一芳一1§
_ Q.:.!!!2___1 (1型L.I_c!_・1笠 ー！－・二二一｜空容掲｜ ー一
司＇＝＇ : － ~ _Z I £ ~ I主主｜量問問
｜ τ ｜七 ｜ 五｜｜士I - ' ・｜均千｜牛
耳i.i~t)_! _tr~：~ I ；~， I孟！
－~ __ Z __ j_;_ ~－ 1 主主 ｜三三｜空空｜岡
I ';' I ! I 子 ｜均卒 ｜干

｜ 山 1 ｜ 1嘉.o I ，川凸 I% 12 
ci.o7) I ci.n) I ci.o9) I 山山V ｜率容者｜日

ウ｜不三 I－；－ヴ ｜支三｜量澄蘭同

！ マ ｜ ？ ！ 手 ｜均千 ｜士

＿ （~~） ___ j蕊－1 · 15~ 1-I。；。－1~ ？
三ヱ 1~2 _;;_1 三 三 I ~ 2樫望｜同
杢 f;; 三；7 :tJ: ウ ｜ 子 ｜均卒｜字

寸1~：－13 ·-- 1 －寸庶o:-11；←liS:-「！っ~Iワ~I~
(1.05) I 〔l.JO) I (1.05) ¥ •vv . v 陣容増｜同

ーヒj¥ 九

，dZ 

Z
1ハ一
且
幻

ヨ主 主正

ー・ヨヨL ／、

一
五
・五

五
・五

三三 """ 

－． 2丘 3'i.

一A
U

子
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一
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0
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五・五

一
阻

十備

「
ワ
ク
チ
ン
」
上
澄
液
一
・
O
ト
正
血
清
0
・
＝
一
ト
ヲ
A
ロ
シ
血
温
二
時
間
後
退
心
セ
ル
ユ
沈
澱
子
／
生
成
無
力
リ
キ

考

「
ワ
ク
チ
ン
」
上
澄
液
一
・

O
ト
抗
血
清
0
・
三
ト
ヲ
合
シ
血
混
二
時
間
後
退
心
セ
ル
＝
沈
澱
子
ノ
生
成
無
カ
リ
キ

第
五
島
せ

F『
原

日

馨
』4

－局

（
第
五
一
統

一
一
七
｝
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五
谷

靖容素／?t生ヲ指傑トセJレ

生・芳：雨免疫元ノ差別
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会賞験I；結果ヲ統一的＝考案スル鴛ノj基礎的所見

嘉門増容＊＇ ~~－＝－ f-1~フ血糊悼（問） I 
種 類

（純） 5日目110日目115日目120日目＼20日目［so日目 靖総卒容主均幹

生自電波 1.0 1.070 1.055 1.11 1.095 1.01 

カ日
1.5 1.12 1.125 1.09 1.06 1.09 1.035 1.087 

ワクチン」

1.0路 2.0 1.07 1.09 1.105 1.09 l.Oi5 1.075 1.083 

一 一
煮穂波 1.0 1.13 1.09 1.20 1.145 1.095 J.01 1.128 

カ日
1.5 1.185 1.21 1.18 1.11 1.09 1.085 1.143 

「ワクチン」

1.0路 2.0 1.125 1.14 1.17 1.125 1.115 1,125 1.12s 

一
肉汁 1.0 J.055 1.085 1.135 1.03 1.025 1. 0451 1. 062 
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1.5 1.065 1.11 1.075 

「ワタチシ」

1.0銘 2.0 1.095 1.075 1.095 1.0::0: 1.015 1.02 1.056 

生・煮爾祖霊液及ピ肉汁／

注射量ト増容素産生（平

均靖容$）トノ閥係
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